
  
  

日本発生生物学会 1 9 70 年 7 月 
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  「発生に対する 制御」 ( 発生生物学会編，岩波 
書店刊 ) の予約販売についてのお 知らせ 

学会大会でお 知らせし甘した 計画に よ り，本学会では 学会の編集による 発生生物学関係 

の 単行本を遂 次 刊行する予定ですが ，その第一回にあ たる「発生における 制御」が近く 出 

版になります。 この単行本の 刊行は学会活動の 一蹴と考えておりますので ，印税を各執筆 

者にお支払らい する 以外に，会員には 購入の補助という 形式で便宜を 計ります。 

。 定価 7 5 0F@ のところ会員にはる 0 0 何 て 販布 します。 

  この 販 布を受けるのは 会員各位一冊限りとします 0 

  販 布を希望される 方は， 8 月 5 日までに同封振替用紙を 用いて代金共に 発生生物学 

  

  

余事務局まで 申込んで下さい。 ( 振替番号，京都 る ] 332  代表者日本発生生物 

学会 ) 

  予約形式をとりますので ，送金があ りましてから 刊行先 ( 岩波書店 ) より申込まれ 

た会員に直接 送 附します。 

なお，同一会員の 2 冊以上のお申込みや 会員の紹介者への 便宜は取計らいません。 

発生生物学会事務局 

7 円 2 0 日 

発生における 制御内容 

第 Ⅰ 章 遺伝子に よ る 

A  分子遺伝学の 立場からみた 発生現象 B  . 細胞分 ィヒと 遺伝情報発 
現の調節 

第 Ⅱ 章 環境による 

A  酵素レベルでの 制御機構 B  温度による C  光による 

D  傷害による E  昆虫の場合 F  近接細胞による 
茸茸 Ⅱ ミ藷 ホルモンによる 

A  昆虫ホルモンの 場合 B  脊椎動物ホルモンの 場合 

C  植物の場合 
第 Ⅳ 章 現状と今後の 問題点など 

執筆者 小関治男氏 増田芳雄風 高杉 彊氏 

今関英 雄氏 岡田節人民 勝見元 行氏 

日高敏隆 氏 山名清隆瓦 石崎 宏矩氏 

大西 英爾氏 伊藤道夫氏 古谷雅樹 氏 
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Ⅱ 日本発生生物学会会計報告 

総会において 下記概要が説明守れ ，ニ ，三日の質問があ り 会計監査から 監査結果が報告され 承認されました。 

  
昭和 4 4 年度決算 

収 入 の 部 支 出 の 部 

「． 会 費 4 5 年度分会費 3 8,4 口 0 円 1. 出版経費 

  4  4     8@4@ 8,1@ 0 0 a) 印刷，製本 費 
は 
  4 5     1@ 4@ 2,8@ 0@ 0 DGD  vol  Ul %  1 ～ 3 ㍉ 5 1 3.4 0 0 円 

2. 余話売上げ DGD  vol  11 府 4( 末弘，予定 )  4 00 ， 0 00 

正 ⅠⅠ れゴ Ⅰ yo  log  ia  v  o  ll[W り佃パ ヒ 94  0 ， 5  Ⅰ 三ヨ 発生生物学法 施 穏 5  8  5,0  0  0 

DGD@ vol@ 11@ XI@ ,@ 2 3@8@ 5 ， 0@ 0@ 0 b) 編集，送本 費 

発生生物学法 施 23 3  0,0  0  0 DGD  ( 既払分 ) 3@ 9@2.@9@5@0 

5, 文部省助成金 
1@ 2@ B,@0@ 0@ 0 

DGD ( 末弘 分 予定 ) 1 Ⅰ 7,2 2 ヒヨ 

(DGD 出版に対して ) 発生生物学誌 3@ 6,4@ 5@ 0 

4, 実験形態学会より 繰越金 2 5 5, ァヲ 0 2. 事務局経費 2@ 1@ 5 ， 9@2@ 8 

5. 発生学協会よりの 繰越金 97 0 ，「 34 る ． 前年度末腔繰越 6 5 9,8 るる 

る ， 銀行預金利子 7, 4  2  7 

合 計 5,4  5  7, ヮ 6  4   合 計 5,7  Ⅰ 8,7  9  0 

次年度 繰越赤字 一 2 8 口， 8 2 6 

5,4  5  7.  9  6  4 5,4 5 7, ワ 6 4 
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昭和 4 5 年度予算 

  

収入予定の部 支出予定の部 

]. 会費収入 円 ] 。 前年度繰越赤字 2 80.8 2 6 円 

4  3 左芦彦こ壬き 肇乏 4@ 9,4@ 0@ 0 
2. 出版経費 

44     4@ 0@ 1 ， 2@ 0@ 0 
a) 印刷，製本 費 

4  5     1,0  9  6, ワ 0  0 
  

D  GD  v  o  l  12, 擢 1 ～ 4 1 ， 5@ 0@ 0,0@ 0@ 0 

2. 余話売名 げ 発生生物学誌 禰 24 5  0  口 ， 0  0  0 

DGD  vol 11, 雁 2 残部 2 5 7, ヮ 0 0 
  

DGD  vol  11, 施 3 , 4 
b) 編集，送本貫 

しバ 64 2,9 0 0 
  DGD 

DGD  vol  12, 施 1 ～ 4 
5  5  0,0  0  0 

Ⅰ， 2  8  5,8  0  口 
発生生物学誌 S  8,0  0  0 

発生生物学誌 禰 23 残部 1@ 4 ， 0@ 0@ 0 

発生生物学誌 5. 事務局経費 4 2 2,0 0 口 屋 ・ 24 4  4,0  0  0 

5, 文部省助成金 

(DG 血 出版に対して ) 1  2  0.  0  0  0 
  

合 - 一 @ ロ 十 る ， 丘尹 Ⅰ 2,1  口 0 合 計 5,2 7 0,82 5 

次年度繰越し 64 1, 2 74     
計 5,9  1  2,1  0  0   計 5 片 ]  2, 「 0  0 

  

  

    
              



          
  

Ⅱ 事務局からのおしらせ 

a)  来年度大会は 明年 7 月頃 九州大学理学部生物学教室を 中心とした関係者のお 世話 

  
  

で 福岡市もしくはその 近くで開催します。 出来るだけ早い 機会に具体的計画につい 

ておしらせ致します。 

  
 
 

 
 

b)  第二期の会長および 運営委員の選挙は 今秋実施致します。 選挙管理委員会は 九州 

大学を中心とした 方々にお願いすることが 運営委員会で 決定され，大会で 諒承され 

ました。 新しい会員名簿が 作成され，大会出席者にはお 渡ししましたが ，大会出席 

者以外には，別送します。 訂正事項追加などは 次回のサーキュラ 一でお知らせ 致し 

唆す。 
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